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IL 昭和34年に機械電気科が産声をあげて早や半世紀に成ろうと
:: しています.
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先輩から聞いた様に思います.

lヵ計
中 ¨卿`コ ‐の速Ыこは悠ば

多くのii業がオートメーション化に成って行く時にマッチした

新しい科を、との事で1クラスのみで出来た本科ですが、冬が終

わり、光の春がやって来る時に、多くのll11物は 炎の様に若葉が

占 と々育っていく様にと、ダブらして、我力:会の名■1こなったと、

本会派の01成 lllは 人数も少なく、人材的にも、金銭的にも、
浪速工業会においては最小の会派でした.近年、人数的には他

の部会ともり

“

すをlrRる様な事も,く なりました しかし残念なが

ら、人1■■こも、今銭的にもまだまだ他の剖
`会

と差があります.

そこで今一度ご協力をお願いする所存です.浪上会及びlli芽

会の年会費lll入 及び会報掲載の広告lLl載、賛助会員の叫り△み

等をより多くの萌芽会会員の方 の々ご協力を1"りたく思っています.
・こんな事もようせんのか !」「こんなんしたらどうやJとか色

んなご意見力ゞ有りましたら足J「役員等に御迪系
「
下さい.「ワシカ:

やったる Jとの人的なご協力でも、:占構です。

又t」 F印紙や、ハガキ ブリベードカード等を送って[:いて
も有り難いです.どうか責方のできる事を前オ会に足非力をお貸

し|さ ヽヽ lllみまっせ |
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平
成
十
八
年
十
月
十
四
Ｈ

上^
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
都
ェ

祭
体
育
の
部
の
機
械
電
気
科

の
成
績
は
、
残
念
な
が
ら
総

合
五
位
で
し
た
が
、
バ
ッ
ク
ボ

ー
ド
の
―――
来
栄
え
と
、
応
援

披
露
の
力
の
篭
っ
た
機
電
魂

を
感
じ
る
後
輩
の
頑
張
り
で

審
査
員
に
感
動
を
与
え
、
機

械
電
気
科
史
上
二
回
日
の
バ

ッ
ク
ボ
ー
ド
の
部
優
勝
の
栄

冠
を
得
ま
し
た
．

母
校
百
周
年
の
今
年
は
、

都
■
祭
体
育

の
部
は
卜
月

十

二
日

（■
）
に
、
文
化
の
部

は
十
月
ニ
ト
七
日

十^
）
ヽ

二
十
八
日

（日
）
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
．

卒
業
後
都
工
祭
を
ご
覧
に

な

っ
て
い
な
い
一朋
芽
会
会
員

の
皆
さ
ん
、
百
用
年
の
今
年

一

度
こ
の
機
会
に
母
校
に
お
足

を
運
び
下
さ
い

機
械
電
気

科
の
後
輩
在
校
生
の
活
躍
振

り
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す

．
き

っ
と
感
動

一て
にょ
えヽ
一ｔ
■
０
ら
え
■一
レ
一日
心
い

ま
す
、．

後
輩
の
応
援
に
是
非
ご
来

校
下
さ
い
。
お
待
ち
中
し
Ｌ

げ
ま
す

．

,|“和41年卒 lll井会会長とF撤生のKAZじ より
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*連絡先*

書地会長: 090-3265-7236
Eメ ール:  kaiヽ v.lchiC occn za(l nejp

携‖メール:gan1331chi`do(on,o ne」 p
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TEL.「 AX'キ : 06-6962-1997
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みなさまへお願い |

雨芽会の運営が深刻になってきておりま
‐
九

会費納入、前芽会部会費、給会参加、広告掲載に、お力添えを

頂けないでしようか ,ご協力のはどよろしくお170い申し上げます.

平成18年 10月 14日  体育の部機電生綱弓

●都エホームページ
http″www oceC 80'p/m yakolma/m yako htm

●萌芽会メールアドレス
houga ka10ma goo ne,p

このアドレスに携帯電話 ′ヽソコンのどちらからでもメールが出
せます

平成18年 10月 14日 体育の部 バック優勝

第27回 雨芽会総会・懇親会のお知らせ (機械電気科卒業 同窓会)
■日 時 1 平成19年 6月 16日 (■)18:30～   総会 懇親会 (受付18:00よ り)
■場 所 1 中央電気倶楽部 215号室 2F(総会) 3F(懇親会)

大阪littLK常島浜2● Hl-25 TEL06-6345-6351(代 )

JR大坂駅よつ徒歩約]2分 JRJ晰地駅より徒歩6分 地下鉄四ツ橋線西梅田駅より徒歩6分

日 会 費 : S37～ H6●は 8ヽ∞O H7～ H124は 5ヽ 0el H13-18● は 4ヽ∞O H194(新 ■)は 3ヽ.000

●同級生を誘い合つてこ参加下さい。

こ出席の方よ浪工会会報・ l封の返信八ガキ 雨_●会メール TEL FAX(会 長まで)5月 31日 までにこ返事下さい!
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前
芽
会
会
長

一岩
地
　
馨

（昭
和
四
―

一
年
■
）

前
〓女
天
ム
員
の
皆
様
、
益
々

ご
催
勝
の
事
と
お
慶
び
中
し

あ
げ
ま
す
．
平
索
よ
り
浪
速

工
業
会
、
並
び
に
我
前
芽
会

に
絶
人
な
る
ご
支
援
　
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
中
し
Ｌ
げ
ま
す

崩
芽
会
の
財
政
改
善
の
ん
、

十
八
年
度
よ
―，
前
芽
会
部
会

費

（年
二
十
円
）
を
皆
様
に
お

願
い
し
た
結
果
、
七
八
名

（
４

面
に
ご
方
名
掲
載
）
の
方
が
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
．
尚
赤
字

財
政
は
継
続
し
て
お
り
ま
す

が
、
改
善

の
方
向
に
推
移
し

て
い
ま
す
　
何
卒
萌
芽
会
会

員
の
皆
様

の
更
な
る
ご
理
解

を
戴
き
ま
し
て
、
今
年
度
も

ご
支
援
頂
け
る
よ
う
お
願
い

中
し
上
げ
ま
す
．

又
今
年
は
十

一
月

一
Ｏ
Ｈ
に

我
都
Ｌ
の
百
周
年
記
念
式
典

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
．
そ

れ
に
向
け
て
浪
工
会
会
館
の

建
林
及
び
学
校
に
ク
ラ
ブ
奨

励
館
を
建
設
す
る
予
定
で
す

百
周
年

の
寡
金
も
合
せ
て
ご

協
力
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
．

お
金

の
お
願

い
ば
か
り
申

し
Ｌ
げ
て
非
常
に
心
苦
し
く

思

っ
て
お
り
ま
す
．
け
校
及

び
前
芽
会
に
皆
様
の
熱

い
浄

財
を
期
待
申
し
Ｌ
げ
ま
す
．

同
封
致
し
ま
し
た
郵
便
振

替
払
込
用
紙
に
て
納
付
お
願

い
致
し
ま
す
．

さ
て
今
年
度
の
前
オ
会
総

会
は
、
一
年
ぶ
り
に
前
丼
会

単
独
で
開
催
致
し
ま
す
．
別

掲
詳
細
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
．

参
加

の
お
申
込
み
は
澳
速
■

業
会
事
業
参
加
の
中
込
み
ハ

ガ
キ

（赤
字
）
に
記
入
し
て
下

さ
い
。
部
■
百
＝
年
に
向
け

て
多
数
の
ご
参
加
を
心
よ
―，

お
待
ち
中
し
ｌｉ
げ
ま
す
．

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
各
位
の
益

々
の
ご
健
勝

と
、
各
方
面
で
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
私
が
科

の
ま
と
め
役

を
引
き
受
け
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

昨
年
度
同
様
に
本
科
の
発

展
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

誠
意
を
持

っ
て
努
力
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
．

次
に
料

の
近
況
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
．．

平
成
十
五
年
度
よ
り
新
し
い

構
想
で
ス
タ
ー
ト
し
た
生
徒

の
募
集
形
態

（機
械
　
機
械

電
気
群
の
総
合
募
集
）
が
、

本
年
度
で
五
年
日
に
な
り
ま

し
た
。
現
二
年
生
は
、
昨
年

後

期

か
ら
優
秀

な

五
卜
九

名

の
生
徒
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
形
態

で
入

学
し
た
生
徒
の
二
回
日
の
卒

業
生

一
ａ
組
担
任
渡
壁
暢
彦

先
生
　
ｂ
組
藤

澤

正
樹

先

生
）
六
十

一
名
は
、
二
月
六

日
、
大
き
な
夢
と
希
望
を
持

つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。
景
気

の

回
復
や
団
塊
の
世
代
の
補
充

な
ど
で
求
人
件
数
が
多
く
な

る

一
方
、
全
大
学
時
代
に
突

入
し
た
大
学
進
学
の
状
況
の

中
　
世
任
の
先
生
方
の
ご
努

力
と
、
卒
業
生
の
輩
間
に
よ

り
、
一
般
企
業
就
職
三
十
名
、

高
専

編
人
を
含

め
た
進

学

ニ
ト
入
名
、
公
務
員

一
名
、
そ

の
他
二
名
と
い
う
進
路
状
況

で
し
た
。
各
方
面
に
お
い
て
、

先
輩
の
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
視
野
を
広
げ
、
進

路
意
識
の
高
場
の
た
め
　
科

の
行
事
と
し
て
工
場
見
学
、

Ｏ
Ｂ
進
路
懇
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
は
、

五
月
十
六
日

（火
）
の
午
後
に

浪
速
工
業
会
萌
芽
会

々
長
の

岩
地
馨
様
、
浪
速
工
業
会
評

議
員
の
高
橋
数
隆
様
は
じ
め

ｔ
名
の
先
輩
方
に
現
在
社
会

の
状
況
　
社
会
人
に
な
る
た

め
の
心
構
え
等
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
五
月

二
十
人
口

月^
）
の
午
後
に
予

定
し
て
い
ま
す

の
で
、
後
輩

の
た
め
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
．、

昨
年
も
総
合
優
勝
を
め
ざ

し
、
生
徒
　
職
員
が
　
丸
と
な

っ
た
部
工
祭
体
育
の
部
は
、
十

月
十
四
口

（上
）
に
行
わ
れ
、

惜
し
く
も
総
合
優
勝
を
達
成

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
バ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
部
で
は
、
二
回
Ｈ

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
応
援
披
露
で
は
、
一
致
団

結
し
、
立
派
に
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
．．
今
年
は
、
十
月
十
三

日

（
＋
）
で
す
。
文
化

の
部

は
　
十
月
二
十
七
日

（土
）
ヽ

ニ
ト
八
日

（日
）
に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
　
後
輩
達
の

活
躍
を
見
に
来
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

二
年
生
の
修
学
旅
行
に
つ
い

て
は
、
今
年

の

一
月
末
か
ら

二
月
初
め
に
か
け
て
山
形
県

蔵
Ｅ
温
泉
ス
キ
ー
場
で
思
い

出
深

い
体
験
を
し
て
き
ま
し

た
．
今
回
は
、
ス
キ
ー
修
学
旅

行
と
し
て
は
、
初
め
て
の
六

科

一
団
の
日
を
組
み
、
三
分
宿

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
．
暖
冬

の
せ
い
か
、
雪
深
い
こ
の
地
方

で
も
例
年
の
半
分
ぐ
ら
い
の

雪
の
量
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
雪
質
が

良
く
■
従
達
に
は
非
常
に
好

評
で
し
た
．

さ
て
、
対
外
的
に
は
、
科
の

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
参

加
し
た
大
き
な
ロ
ボ

ッ
ト
競

技
会
で
優
秀
な
結
果
を
残
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

■

　
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ

ュ
ニ
ア

■
０
〇
六
北
九
州
大
会

（全
国

大
＾
０

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
キ
ュ
ー

セ
カ
ン
ダ
リ
　
個
人
チ
ー
ム
成

績
第
四
位
、
マ
ル
チ
チ
ー
ム
成

績
第
二
位

＾
平
成
十
八
年
五

月
）

，
一　
第
六
回
レ
ス
キ

ュ
ー
ロ

ボ
ツ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
　
総
合
得

点
第
二
位
、
最
高
賞
の

『レ
ス

キ
ュ
ー
エ
学
大
賞
』
受
賞

（平

成
十
八
年
八
月
）
。
こ
れ
に
よ

り
、
大
阪
市
教
育
長
表
影
を
受

賞
し
ま
し
た
。
生
徒
達
の
頑
張

り
の
結
果
で
あ
り
、
科
に
と
っ

て
は
誠
に
誉
れ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
六
月
十
六
日

（十
）

〔大
阪
市
北
区
■
島
浜

（中
央

電
気
倶
楽
部
）
に
て
〕
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
第
二
十
七
回

一ｍ”
＃イ
ム
ム
公恥
△
ム
　
　
航雀
軸材
人
ム
（り
此町

に
お
日
に
か
か
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
　
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
オ

会
々
員
諸
氏
の
今
後
の
ご
健

勝
と
　
ご
発
展
を
心
か
ら
お

析
り
申
し
上
げ
ま
す
．

高
田
好
男
先
生
に
は
＋
成

三
年
以
来
卜
六
年
間
に
●
り

本
校
教
育
全
般
に
ご
尽
力
頂

き
、
そ
の
間
生
徒
会
主
担
、

機
械
電
気
科
科
長
を
嘔
任
さ

れ
、
平
成

八
年
度
生
　
平
成

十
二
年
度
生
の
卒
業
上
を
送

り
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
本
年
四
月

一
日
付
け
を

も

つ
て
、
大
阪
市
立
都
島
第

ニ
ーー
業
高
等
学
校
に
転
任
に

な
ら
れ
ま
し
た
．
ま
た
、
平
成

し
年
以
来
十
二
年
間
、
■
に

若
さ
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

注
入
し
て
頂
き
、
平
成
十
二

年
度
生
　
平
成
Ｆ
九
年
度
生

の
担
任
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
藤
澤
正
樹
先
生
に
は
、

本
年
四
月

一
日
付
け
を
も

っ

て
大
阪
市
立
西
高
等
学
校
に

ご
転
任
さ
れ
ま
し
た
．
非
常

に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

お
二
人
の
先
生
の
今
後
の
ご

活
躍
と
ご
多
幸
を
お
析
り
申

し
上
げ
ま
す
．

お
二
人
の
先
生
の
後
任
と

致
し
ま
し
て
、
人
阪
市
立
都

島
第
二
Ｌ
業
高
等
学
校
よ
り

期
限
付
き
講
師
と
し
て
遠
藤

幸
治
先
生
と
本
校
電
気
電
子

科

長

挨

拶
　
一一

機
械
電
気
科科
長

生
駒

純

一

蒻
芽
会

々
員

の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
卜

八
年
度
が

終
わ
り
平
成
十
九
年
度
が
四

第
二
十
六
回
雨
芽
会
総
会

懇
親
会
は
白
羊
会
と

合
同
で
盛
大
に
開
催

平
成
ヽ
年
６
月
ｎ
Ｈ

一
Ｈ
一

カ
ー
デ
ン

ン
テ
ィ
ク
ラ
ブ
人

阪
に
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

総
会
は
、
岩
地
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
前
オ
会
の
財
政
状

況
及
び
Ｂ
年
度
よ
り
部
会
賀

年^

２
千
円
一
微
収
な
ど
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
機
械
電

気
科
■
■
の
生
駒
純

一
先
生
よ

り
■
の
近
況
報
告
を
し
て
■
き

議
事
条
件
は
、
議
条
Ｌ
迪
り
満

場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

引
き
続

い
て
　
懇
＝
会
に
御

来
資
を
お
迎
え
じ
　
都
島
上
高

秋
山
証

１
学
校
長
　
漬
速
工
業

会
森
ロー
靖
治
川
理
市
長
に
ご
祝

計
を
■
き
ま
し
た

白
羊
会
と

の
合
同
懇
親
会

は
　
ご
来
貧
い
名
、
白
羊
会
関

係
５６
名
　
”
芽
会
関
係
は
新
■

会
員
Ｈ
名
含
め
合
計
３５
名
の
多

数
御
参
加
頂
き
な
難
う
ご
ざ

い

ま
し
た
　
（給
計
螂
名
一

今
■
度
は
、
別
掲
６
月
１６
‐―
に

一Ш
オ
会
Ｌ
独
で
大
阪
■
北
区
Ｉ
島

浜
の
中
央
電
気
倶
栞
部
に
会
場
を

移
し
、
開
催
予
定
で
す
　
け
狡
百

Ｈ
年
の
今
年
の
総
会
に
え
非
同
窓

上
を
お
語
い
あ

つ
て
の
御
参
加
を

お
願
い
中
し
Ｌ
け
ま
す

尚
浪
速
工
業
会
の
返
信
蕉
薔
（赤

字
記
入
）
に
出
　
欠
を
必
ず
ご
返
●

下
さ
い
．

18年 6月 11日  合同懇親会会場
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昭和 37年
1召オロ37年
1召矛口37年
1召禾口37年
昭和 37年
1召ホ137年
昭和38年
昭和38年
1召禾口38年
1召オロ39年
lll和 39年
昭和 39年
昭示,39年
昭和39年
昭和40年
l召禾n4 1年

昭和 4 1年

昭和 4 1年

l召オ141年
1召オ142年

昭和 43年
昭和 43年
昭和 43年
昭和 43年
昭和 44年
昭和44年
員召オn44年
,召オn44年
1召オロ46年
1召ホ146年
昭和47年
昭和47年
日召オ149年
1召オロ50年
昭和 51年
1召ホロ52年

昭和 60年

'召

ホ061年 A
l召希161年 B
昭和01年 B
1召オロ61年 B

平成 10年 B 谷 川
平成 10年 B 吉 延
平成 12年 A 遠 藤
平成 13年 A 谷 ロ
平成 13年 A 吉 井
平成 14年 A 川 越
平成 lo「ハ 上 ユ
平¨ 中 田

平成 15年 B 中 川
平成 16年 A 伊 藤
平成 16年 A 野 上
平成 16年 B 山 崎
平成 17年 A 林 田
平成 17年 A 小 西
平成 17年 A 円 子
平成 17年 B 佐々木
平成 18年 A 国 友
平成 18年 A 豆 多

石 橋
中 科
西 川
平 田
福 田
矢 口
佐 藤
中 泉
無■丼

小全井

高 井
高 橋
山 本
吉 尾
川 ロ
岩 地
大久保

真佐美

努

満

良 司
信 治
泰 明
藤 雄
晴 夫
聖 史
― 郎
岡1

奎 留
志 水
岩 本
早 崎
増 田
ホロ 日
阿 部
1‖  口
波多野

南

村 松
山 崎
′」ヽ り||
山 下
上 村
脇 田
大野木

田 オ寸
安 藤
磯 村

保 弘
秀 ―
尋 志
和 広
匡 裕
功 実
伸 也
章

武

幸

克

嘉

正

敏

秀

紘

数

省

勝

寿

進

弘

彦

弘

勝

進

幸

俊

明

彦

隆

綾

池

今

高

朝

谷

殿

中

橋

山

勾ヽ

エ

米

堤

大

よ田

船

松

後

吉

尚

陽

日召

正

秀

禎

克

茂

雄

延

敬

大

部

日

口

橋

波 こ

士

一
太

衡

典

仙

次

一
詞

哉

志

輔

海

勲

武

毅

士

規

豪

弘

和

栄

元

1  3召ホロ53年
昭和 54年
昭オロ56年
1召禾157年

1召オロ63年 B
平成03年 A
平成03年 A
平成03年 A
平成03年 B
平成03年 B
平成03年 B
平成05年 A
平成05年 B
平成06年 B
平成06年 B
平成08年 A
平成08年 A
平成08年 B
平成09年 B

一
弘

一
昭

昭

二

夫

武

人

二

司

通

馨

行

治

修

勝

り||

野

本

城

サ||

城

田

下

田

田

起

山

藤

り||

洋

明

,告

吉

敏

正

不J

一
夫

義

仁

範

洋

一
樹

昭

儀

晴

也

正

貴

和

　

貴

　

順

勇

貴

忠

丈

和

19年度

倉 本
山 岡
今 丼

(氏  名)  (' 年 )
岩地  馨   S41
谷  泰明    S44
後藤  武   S56
久詰 祐和    S61
橋本 聖史   S46
山根 隆二    H9b
岩本 尋志   S61b
■島 1理   S49
大久保和行    S41
千葉 晴夫   S37
馬渕 敏治   S38
川ロ
ー
寿通    S40

(氏  名 )
川口 寿通
谷  泰明
橋本 聖史
千葉 需夫
馬渕 敏治
川口 寿通
安養寺哲夫

高橋 数隆
岩地  馨
大久保和行

山岡 元修
中島  聖
後藤  武
岩本 尋志
和田 功実
山根 隆二
杉本 大樹
お田 功実

(卒 年 )
S40
S44
S46
S37
S38
S40
S43
S39
S41

S41

S41

S49
S56
S61b
S630
119b

H12a
S63b

(役 職)

会 長
劃会長

扇1会長

関東支部

総務部長

事業部長

編集部長

会簾部長

会計監査

願 問

(役 職)

理 事

参 事

評議員

贅助会員

０

０

０
０

新
縁
た
け
な
わ
の
●
　
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
　
ま
す
ま
す

ご
健
晴
に
て
ご
洒
耀
の
こ
と
と
お
壼

び
中
し
●
げ
ま
す

さ
て
　
蒻
オ
会
会
報
第
　
十

一号

を
お
“
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

介
報
の
発
行
に
際
し
　
ご
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
す
　
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ご
協
力
´
・●
き
　
試
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
　
●
く
わ
社
中
し

上
げ
ま
す

会
い
の
皆
様
に
喜
ん
て
い
た
だ
け

る
様
　
心
か
け
て
お
り
ま
す
が
　
い

か
か
で
し
ょ
う
か

ご
意
見
を
お
問
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば

と
　
思

っ
て
お
り
ま
す
．

尚
　
文
中
に
誤
字
　
脱
ヤ
も
あ
る

こ
と
と
思

い
ま
す
が
　
ご
容
赦
く
だ

さ
い
　
文
　
紙
面
の
都
０
■
　
原
稿

の
　
部
を
割
受

い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
、

合
わ
せ
て
お
託
び
中

し
卜
げ

ま
すよ
号
も
　
も

ぅ
と
細
か
い
編
集
を

心
か
け
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
．

今
後
と
も

　

一
将
皆
様
の
ご
，
稿
並

ひ
に
　
総
会

へ
の
ご
参
加
　
ご
協
力

を
、

お
願
い
中
し
上
げ
ま
す

前
芽
会
　
編
“
部
長

昭
和
六
―

一
年
■
　
＝
本

■
志

会

贅
エ浪

会

納入者 100名 (3月 末)前 年 140名 40名 減 崩芽会会員対比444・ ●
平成 19年 度浪速工業会会報 (134号 )に て 会費納入者御芳名別掲
平成 18年 3月 31日 現在 蒻芽会会員 2249名 。内住所判明者 1541名

100周

年輸
蒻芽会目標金額18640000円  平成19年 3月末,●実績■ 209000円
盾+91件  目標全額比140・● 目標残額:7431000円

浪工会会費 (年 3千円)、蒻芽会部会費 (■ 2千円)の振込み納入宜しく御願いいたします

百周年募金は 浪工会全体で9千万の日標 3月末現在で34157669円 1達成率 3795・/.)で

'

●
総
務
平
成
１８
，
４
月
２８
Ｈ
　
口
■
カ
フ
，
日
本
人
会
壮
行
会

社
金

決́
工
会
　
白
羊
会
　
“
キ
会
よ
り
）

平
成
Ｂ
年
５
月
１
１１
　
前
■
会
会
報
２‐
号
発
行

平
成
Ｂ
年
５
，１
４
１‐
ヽ
５
ロ
　
ロ
ポ
カ
′
ブ
ーー
本
人
会
応
長

横
掟
電
気
■
■
出
場
．

（北
′し
州
市
　
西
日
本
総
合
炭
否
タ

平
成
１８
年
５
１‐
１６
口
　
機
械
電
気
■
Ｏ
Ｂ
を
四
む

進
路
懇
議
会

一Ｏ
Ｂ
７
名
出
席
）

平
成
１８
年
６
Ｈ
Ｈ
Ｈ
　
第
２６
口
前
■
会
総
会
　
由
■
会
と
，
同

懇
規
会
開
催
　
出
喘
ィ
３５
名

大^
阪
市
北
区
　
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
一

平
成
Ｂ
年
■
月
１４
日
　
第
１
回
減
ｒ
会
大
部
会
長
会
議

平
成
“
■
ｎ
Ｈ
２５
日
ヽ
２６
‐―
　
”
校
て
化
茶
に
て
澳
■
会
会
場

に
１１１
雇

平
成
１９
年
３
月
６
Ｈ
　
平
成
Ｂ
年
度
“
来
人
に
０
名
の
ィ
業
■

に
、
業
記
を
品
嶋
，

平
成
ｐ
年
３
月
１３
‐―
　
第
２
回
浪
―‐
会
六
部
会
長
会
議

前
り
会
よ
り
も
浪
Ｔ
会
理
■
良
を
輸
■
に
て
選
―――
決
議

●

２
員
会

―
十
人
Ｂ
●
５
Ｈ
″
日
　
平
成
い
年
度
“
″
会
迦
Ｘ
　
総
会
に

つ

い

´
て

（平
成
１８
年
４
月
１
日
～
平
成
１９
年
３
月
３‐
日
）

●
平
成
Ｂ
年
６
日
６
Ｈ

つ

い

て

，
平
成
Ｂ
■
８
１，
Ю
い

●
平
成
‘
■
９
月
”
１１

つ
い
´ヽ

一●
平
成

１８
年

１２
月

２
１‐

つ

い

て

，
平
成
“
年
１２
Ｈ
ｏ
日

，
平
成
ｐ
年
３
Ｈ
ｌ６
日

第
ち
口
合
同
総
会
　
懇
親
会
準
備
に

ｍ
Ｈ
年
専
企

′^″
●
促
に
つ
い
て

文
化
祭
１１１
鴨
参
如
及
び
会
蓋
督
促
に

会
費
■
促
準
備
及
び
会
報
発
行
に

会
資
及
び
ｍ
口
年
募
●
さ
促
発
送

第
２７
回
総
会
及
び
，
報
２２
け
編
集
会
議

蒻切i会 会報第21け 発行賀
部 ,マ,禍 (込 IH紙 日1171費

第 26'Jl.会 会 場 費
浪速「 業会事業参lJ費

lL部 会 1'業 参 址 費
卒 業 記 を ll代

雑         費
濱工会会報広告末収支夕、金

運 営 費 立 替 金 支 払
よ 年 度 操 13t金

妻

費

費

費

賀

務

Ｆ

議

通

′―サ

事

迎

会

交

慶

35700
12600
251000
40000
40000
20496
5,294

47,240

14000
32930
10000
2184
0

188240
0

前 11度 操 赳 金
第 26いli.会 収 人
,良 速 ]:業 会会費還 ,こ 金
浪速 rttf、 会縦広告退元命

洪速 r業 合名惰広告還 ,t命

浪速工業合責勁会員還t盗
卒 業 生 会 員 会 費
輌 芽 会 f・ 会 費
浪T会会報広告木収立替金
浪二会会報広告立替(1又 人

運 営 費 立 替 全


